Pater : Emerald Uthwart by 小田原, 克行
?
??
??
人文研究大阪市立大学文学部
第 43巻第8分冊1991年73頁-89頁
Emerαld Uthwαrtについて
小田原克行
[ 1 ]本稿は1892年 (6月・ 7月)に TheNew Reviewに掲載された
Walter Paterの創作的作品 EmeraldUthwartが Paterの全作品におい
てどのような位置を占めているかを明らかにしつつ，特に銃殺の持つ意味
(特別な意味がこれには付与されていると考えれられる)を検討するもので
ある。Emeraldは，英国，サセック スに生まれ，カンタペリーのキングズ ・
スクールに学ぶ。JamesStokesと親交を結ぶ。共にオ ックスフォードに進
む。戦争が勃発し，箪隊に入り，フランダースに行く 。上官の命令を鮒見し，
抜け駆けの功名を立てようとする。(とは言っても，分捕ったものは，風雨
にさらされた旗一本である。)しかし，これは軍規違反であるがゆえに，憲
法会議にかけられ， Jamesは銃殺される。Emeraldは慈悲により減刑され，
軍籍を剥容され，故郷に帰る。判決は修正される。Emeraldは安心して
死ぬ。最後に， I後書。或る外科医の日記より」で， Emeraldの器官が発達
していて，非常に美しいことが述べられる。これが EmeraldUthωartの
骨子である。銃殺はこの Jamesの銃殺のことである。田部重治氏はこれを
Paterに 「ふさわしい筋」①の創作と述べておられるが，筆者としては， こ
の見解には，にわかには賛成しかねる。賛成しかねている人の一人に工藤好
美氏がいる。EmeraldUthωαrtには「長編小説の面影がある。Jと始め，
「けれども純粋な小説としてはそれは全体の銘和が充分でない。そこには作
の前半と後半とに於て調子の緩急，高低に著しい相違がある。ペイタァは，
最初の聞は，あたかも他に何等の目的をも持たないもののように，想像と記
憶，断片的な印象と反省との聞を心のままにさまよふ。物語の緒口は作の半
ばに到って突然彼に与へられたやうに見える。彼はこ〉に於て初めて，彼の
想像を制御し，これを一つの効果に組立てることを学ぶ。しかもこの企てに
於ても，彼は全く成功したとは言はれない。短い頁の間に二つまで挿しはさ
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まれた筆者の異る日記は印象の統ーを乱さないではすまなかった。これらの
日記のなかには他の地の文章と調和しない，峻しい写実主義がある。この写
実主義の特徴はその心の冷やかさにある。ぺイタァはこれによって，彼が自
らは住むことのできない，露はな事実の世界を再現することができた。けれ
どもこのやうな心の冷やかさは何時かその影響を作者自らのうへに反射しな
いではゐない。それは氷らされ，還元せられた生命そのものの反逆である。
そしてこの作のなかには既にこのやうな生命の反逆が，心の重い疲れとなっ
て，作者の集中カの薄弱な頁の中に，それ自らを現してゐる。Joと述べてお
られる。新版ではこの部分は削除されている。しかし，ここには，重要なこ
とが述べられているように考えられる。
では， A. C. Bensonはどう述べているであろうか。見ておく必要がある
と考える。
Bensonは「“EmeraldUthwart" は1892年に書かれたささやかな
fantasyである。語られている出来事は単純なものである。しかし，或る
窓味では sensationalである。」と述べ，梗概を簡単に述べ，本論に入り，
こう述べる。「この物語のモチーフは或るタイプのイギリス人，或るタイプ
の品位ある従順さを描くことである。しかし，このタイプの面白い点はむし
ろ，非常に謙虚で，非常に素直な人物，だが，態度，身体的外観の両面で極
めて自然な魅力を持っている人物，このような人物に見られる従順さを描く
ためになされる試みにある。この構想には弱点がある。この外面的，身体的
魅力を別にすれば，この性格には基本的にはむしろ，面白みがない。野心が
なく，まじめなだけである。スパルタ的タイプであり，アテネ的ではないか
らである。Paterの目的は，多分，パブリ ック・スクールの教育におけるス
パルタ的要素を描くことであったのだろう。〔引用文省略]しかし， この構
想にも自然性の欠如が見られる。ホメロス，ヴェルギリウスのn寺の意味の詳
細な点に関して Stokesが友人に論評している図にはリアリティが欠如して
いる。 EmeraldUthwartは間を受けた後で校長にこう言う。「先生.私は
今田を受けました。ですから，私の過失をお許し下さい。」英国の生徒はこ
んなことは言わないのである。また， Paterの芸術が常に破綻を見せるの
がまさにここ，稀にドラマを試みる時なのである。自らの本能がドラマの方
に向いていないことを Paterは怠識していた。彼は1891Jf8月9日に， 友
人，タグラス ・エインズ リー に手紙をミ空いている。エインズリーが出版した
戯11に礼を述べ，ドラマは僕が進んで1;Jかいたい分野ではない.と言 ηてい
#~ ・ー，'l" iT .-
• 
-ー・
，?????
~ .
• 
• 
• 一、._
. 
• 
』
、
• 
(644) 
Emerαld Uthwαrtについて -75 
る。従順さは， Uthwartの性格の鍵であった。「それは彼においては彼の迎
命を左右するカを持っていた。」 彼は真面目に従順に，学問の世界に入った
しかし偉大な文学の知覚対象は彼によっては到達され得ぬものであると伎
は感じた。又，宗教一一 「その高い要求一一誰もその高さに到達できないよ
うな一一，その非難。J一ーを計り知れないもの，Iまちがいなく，彼のよう
な者のためのものではない」ものと感じた。彼は常に 「自制心が強く，控え
目で，常に，他人の影響に，又，彼への要求に，又，非難に自己を一致させ
ていた。」 その無意識の上品さと健康的な美とで彼は他人の注意を惹く 。彼
は自分が他人に魅力を与えていることに驚く 。だが，決してそれにより得意
になることはない。又，それにつけこむこともなし、。そして，義務の一回の
違反，厳格な軍人としての従順さからの一回の逸脱が彼に破滅と死を粛した
こと一一一見釣り合わない罰一ーを示すことがこの作品の意図である。しか
し，彼は同じ謙虚な従順さをもって罷免を受け入れる。又，同じ精神をもっ
て死を迎える，いらだちを見せることなく，又，不平を言うこともなく，た
だ，或る高所から来る力の命令として。この力に，一種の神聖な本能に従っ
て，ひるむことなく，彼は従わなければな らないのである。こういうわけで，
この作品の目的は，従順な性格， 軍人特有の単純性と安定心とを描くことで
ある。舞台装置がみごとに仕上げられていることをつけ加えることは殆ど不
必要であろう。古い家，芳香を放つ花壇，立派な部屋，古い立派な学校，付
属の教会堂などである。しかし，この作品のおいては，動機の単純性は優美
な舞台設定と完全に調和を取ってはいないと言えよう。し、く分自己意識忙
しかも，感覚的な媒体を通じて見られることにより，思想は染められ，色付
けされている。Emeraldはこのように見られることを嫌ったであろう。絵
とされることを嫌ったであろうと思わざるを得なし、。これは，そういうこと
が試みられるべきではないことの理由にはならない。しかし，物語の成功に
は障害になると恩われる。というのは Emeraldはガーゼ、のような網に蝶の
ように捕らえられ，深く，優しく詮索される一一彼は自由な空気と太陽にふ
さわしい人物であるのに一一，と考えられるからである。そして，芸術的に
言うなら，物語の末尾に置かれている抜粋は失敗と見ないわけにはいかない。
弾丸の摘出，棺への死体の安置， I花の中に見せている立派な鼻Jなどに不
快なリアリズムを見ないわけにはいかない。人間の出来事の殆ど病的な詳述
は， この作品の全体の構想を踏みにじるものとなっている。Emerald
Uthwaばには， Paterの業績の中で高く評価されるべきものが見られるに
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も拘わらず，この苦痛に満ちた物語において， Paterはその芸術か達し得
ない段階の効果をねらっていた，我々としてはこう考えざるを得ない。J<D
Bensonは銃殺の件については何も述べてはいない。又， i後書」を失敗
としている。しかし，彼は， Emeraldの従順さに，神の如きものへの従順
さを見ている。これは重要な指摘であると考えられる。後期の Paterの特
徴である renunciationが，Emerald Uthωartにも明瞭に描かれていると
考えられるからである。しかし，本稿でiま銃殺の件を中心に考察してみたい。
[ 1] Emerald Uthwartに関してます第一に言えることは何であろうか。
この作品は死を読者に (又， Pater自身にも)意識させようとしていると
いうことである。第 1段落を 「我々は墓碑銘を見て微笑む.新しい，容易に
読める墓碑銘を見て。J(p . 197) (l)という文章で始め，若者の場合の墓碑銘
は殆ど常に読んでみる価値があると述べる。シエナのドミニコ派の教会にま
で言及しつつ叙述を進めて行く Paterの語り口は実に静かである。第2段
落を， iここ，英国の，大変趣を異にした地域で，サセ ックスの人里離れた
所にある教会で，あなた方は， Emerald Uthwart，某日， r本教区チェイス ・
ロッジに』誕生， 18一一年，某日， r同所で死亡j享年26歳， という墓碑銘
を読むであろう。J(pp. 198-199)という文章で始め， この作品の主人公
Uthwartがここに戻って来て，不遇のうちに一一一応.名誉は回復された
とは言え 一 死んだと述べる。第4段落ては， Uthwart京の人々が代々眠っ
ている教会を語り，殆と墓碑銘がなかった.だが.一人，軍人の墓碑銘だけ
は Uthwartが熱心に読んだと述べ， How wretched! how fine! how 
inconceivably great and difficult! (p. 201) というフレーズを暫く 。第
6段終では， Uthwart は字校ヘ通うことになると述べ.末尾で再度.
"Emorald U t hwart was born on such a day “8 t Chas(' Lodge. i n th is 
parish， and died therc. U (p. 203) と誕碑銘を繰り返す。工藤好美氏は
「このように誌の銘をくりかヘし，また好?とんどくどいほと主人公の死につ
いてz日放してゐるのは， この知編の令体に執鈎な運命の1感じをあたへ.その
X~のうヘに shadow of dca t.hをあたへるのに役立ってゐる。ペイタァはこ
のような手法を希雌の悲劇や叙'J~時一一例へば 「イリアス|に描かれたアキ
レウスの梢写の如きーーから学んだのであらうか。円と述べておられる。ど
こから学んだかはわからなし、。しかし.とにかく.これこそ Patorの常食
手段である。ある作品で-は，，，hitoという訴を頗繁に使いt ¥(，ある作品で
は l{rOAt，という慨を制繁に使っているのであるO 35するに.作til特に色
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を統一しているのである。この EmeraldUthωαrtは死という色調で作品
を統一しているのである。(このことから，筆者は， Paterの全作品を，そ
れぞれ独立したものではなく，一つの大きな sequenceをなすものと考える。)
Paterは，意識的に，死の蔭を与えようとしているのである。第7段落で
は，再度， "That old warrior Uthwart's record in the church at home 
so fine， yet so wretched， so unspeakably great and difficult! seemed 
written here everywhere around him， [...]" (p. 205)という文章を繰り
返えす。第8段落では， r Uthwartは教室，巡礼者の古い礼拝堂を作り変
えた教会で座る，地味な白と茶の場所で，古いどっしりした机に座る，古い
教会墓地のように，忘れられた名前が，いろいろな風に，敵，味方の競争者
の名前が，場合によっては，肩を並べて彫られている机に座る。J(p. 207) 
と述べ， ここでも墓に言及する。第12段落では， rホラチウスに倣っ た，
サッフォ一風のスタンザ、を持つ墓碑銘J(p. 214)という句を末尾に置く。
第17段落では，大英博物館にある墓石に言及する。(“Tryphon"は現在は，
Cambridgeの FitzWil1iamにある。)第18段落では， r小さい名板 (tablet)
が諮る所では，一人の学生が旗を戦場から生命と引き換えに持って来た。J
(p. 223)と述べ，読者の印象を強めるべく準備する。第19段落では，
Stokesにホメロスの詩の一部一一偶然に殺された少年エルペーノールの霊
がユリシーズに，ふさわしい葬儀 (burialrites)を頼む箇所一ー を吟唱させ
る。 (p.224)第20段落では， rマ一 トン・ガーデンの下のあの小道は，若い
大佐ウインドパンクが反逆者として銃殺された所である。彼の死体は聖マリ
ア・マグ、タ。ラ墓地に眠っている。J(p. 228)と述べ，再度，準備をする。第
22段落では， Uthwartの日記を通して，戦争が悲惨な状況を生み出すと述
べる--heap of bleeding horses， hand or face of the dead (p. 231) 
などの言葉を使いつつ一一。第23段落，第24段落では，抜けがけの功名を立
てようとするまでのいきさつを日記を使って述べ，第25段落では，男IJの人の
日記を使って，死刑執行のことを述べ，次の段階では，一斉射撃のことを述
べ，とどめの一発が撃ち込まれる所を述べ，読者を大いに緊張させる。第28
段落では， Uthwartが死刑執行の場所に戻って来て，墓を捜す所を描き，
第29段落では，執行猶予，墓に関する叙述を行い，最後の第30段落では，
「ひとたび死から猶予された時，彼は信じられた，墓に実際に記録された日
付けより前に，二度死んだと。J(p. 243)と述べ，Postscriptでは， r私は
よく整った小さい墓地を通り抜ける。白大理石の墓石の聞に蓄積が咲き乱れ
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ていた。石工が働いている。J(p. 244)と述べ，墓地に言及し，最後に，
Uthwartの棺の描写に移り t Iふたの上には銘板 (plate) も， 碑文
(inscription)もなかった。J(p. 246)という文章で締め括るのである。繰
り返すが，この作品は，自分に，又，読者に死を実感させるためのものなの
である。
さて，この作品， Paterの全作品においてどにような位置を占めている
であろうか。筆者は， Paterのすべては Mariusthe Epz.cureanに含まれ
ている，又，Marius the Epicureanは， Paterの全作品--Horatio the 
Epicurean -ー と対応していると考えている。
ではt Mariω the Epicureanとどう関わるであろうか。容易に一つの結
論を出すことができる。第24章にこういう文章がある。
，. 
.， 
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この臼の朝は快晴だったので， 二人 [Lucianと MariusJはア ッピア街
道を歩いて行った。死 (Mortality)は，この日のような朝には， I涙を
通して微笑んでいるJようにも見えた。この街道の女王一一実際ローマ人
にお気に入りの墓地であったーーは，墓の考えられるあらゆる形をとって
一 大変小さい赤子の家から，中世の時代の人々に要塞の基本的考えを与
えた巨大な墳墓にいたるまで一一死がひしめき合っている均所であった。
市の門のすぐ前に屋台を並べた花屋たちは.結婚式に使ってもよいほどに
新鮮な花束や花環を並べていた。そのうちのー・二軒では.喪服を来た人々
か花を買っていた。この時は替殺の季節だったので.縁者の長でt I 
祭Jaを行うために.これから街道沿いのどこか遠い所に出かけるのであ
ろう。あちらこちらで，葬列がゆっくりと動いていた。朝の陪気な様子と
奇妙な対照をなしていた。(p.142) 
• 、
この後，幾つかのな:碑銘の内存が紹介され.本論に入灼 t l¥larius は
Lucianと l-crmotim usの長い会必を聴く。 Hermotimusは Lucianに論
破される031砲の発見は人!日jには不可能だということを ivlariusは竿点。
である。人に絶望感を抱かせる文中である。このなの末尾にこういう文むが
ある。
夕方 Mnrinsがローマに}だった時，死者のHlJに汚然、つきまとう.tx
測が，波町(1りには部やかなli!~VJに対し勝ち跨η ていた。忘れられ荒れ県て
• 
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ている墓を荒らそうとするカニディアがゆらめく燈火の聞をさまよってい
る姿が見えるような気がした。というのは， これらの墓はみな同じよう
によ く手入れがなされていたのではなかったからである。(i死後は我知ら
ず。」 だ。)又， このような墓石の表面の摩滅を防ぐためにアウレリウスは
厳しい法を敬度な政策のーっとして定めていたからである。Manusに
は， 墓碑銘に頻繁に刻まれているような，孤独の恐怖， こういう場所に一
人残されることに対する恐怖には何か新しい意味があるように思えた。
(p. 170) 
いかなる意味があると言うのであろうか。結論をすこし先取りするなら，人
間が絶望を意識した時初めて神に向かえると言うこ とであろう。とにかく ，
このような絶望の色彩の文章は，次の第25章にも見られ， 又，その次の第26
章にも見られる。そして，第27章で Mariusは故郷に向かうのである。こ
こから，又， 墓に関する叙述が始まる。ローマと海との聞の大平原を詩情を
味わいつつ歩きながら，農夫がけだるそうに， 衰退 (decay)と死 (death)
の小唄を綿々と歌い続けているのを聞く 。(p.201)又，アントニヌス家の
人々の思い出に満ちた別荘に近づき，アントニヌス・ピウスの死を思い出す。
故郷に近づくとき，彼の頭は死者のことで一杯になる。故郷に着き，墓所
に入る。割れた石の棺から，焼かれていない遺骸を見る。又， 母親の骨壷の
となりに，彼とほぼ同じ年頃の少年の骨壷を見る。これらを見ながら彼は，
やさしい感情が沸き上がってくるのを覚える。そして，亡き人々に対して何
かしたいという憧憶を空しく抱きつつ，彼はそこに立ちつくし，何かできる
とすれば，それは彼のためのものになるに違いないと思うのである。又もや，
彼は 「意味があるようにj思うのである。この章の末尾に次のような文章が
ある。
彼の墓碑銘は， i一族の最後の者なり。」 というあの古風なものになるかも
しれないと思った。彼の後にここに来る者がいるかもしれない。しかし，
多分，そのうちの誰も，今日の自分のような気持を抱いて来ることはなか
ろうと思った。この考えは彼に大きな影響を与えた。彼はすべてのものを
地下深く埋め，自分だけの記憶にとどめ，無関心な人々には何の感情も要
求しないことにしようと思った。仕事は幾日もかかった。朝早くから夕方
おそくまで仕事を見まもっている彼には，これは昔の長い埋葬式を再現さ
(649) 
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せているように思えた。最後の日には非常に早くやって来て.仕事師たち
のいないうちに，こっそり最後の仕上げにかかった。ただ一人.最後に墓
をならしていた若者はt ~1arius が手に持った花を一つ又ーっと設げ込
み，護土とまぜ合わせた時の真剣さにひどく驚いていた。 (p.201) 
Mariω the Epicu.reanの墓碑銘の色調の部分はここで終る。最後の第28章
は Mariusが新たな展開を見せる部分である。
こういうわけでt ，Emerald Uthwartを Mariω theEpicureanの第4部
の後半部分と重ね合わせることができると言えよう。これにはもう一つ
理由を挙げることができる。それは，The Age 01 Athletic .Prizemen: 
1¥ Chapter in Greek Art (1894)が lvJariu.s the ，~picUTean 第4部と
応する，更にt Tryphon， Son of ，Eutychosを共通項として，-Emerald 
UthlJ.Jart .とも対応すると考えることができるからである。 (TheHeroic 
ge 0/ Greek Artが Mαriusthe Epicurean、第一部と .Th 
Ira.uen. lmagasが第二部と.The lvJa，rbles 01 Aegina， が第三部とそれぞ
れ対応すると考えられる。既に述べたのでここでは説明は繰り返さない。
TJl(~ Jlge 01 A thletic Pn:zenle1l. の臼頭部分で.rアエギナの大理石は.
tfJ世から初期ルネサンスへの移行期を.又.ウエス |トミンス争 -p フローレ
ンスの極めて感触柔らかに仕上げられた戦士の墜を思い出させるかもしれr
い。」と述べ.第2パラグラフで次のように逃へている。
必者・はjLN、1す必要はむいが，ギリシアへは一一彼らのこの世の"'1ミに
ていたが一一常に例措の墓に関心を持っていた
けこかけられること.敬われることー頗繁!こ墜に酌-ζ
ピンダロスがなっているように)ギ lリシ
?者においとも，非常・に人主な勘機だったW に‘bφ '0 ~~碑 \.lun
.llonUlllon ts)の研究において，我々はギリシ
{本を始めから終りまで車IUかに追うことか ~ .，0 r Jl，コメノ • 
日:1合凪の肢を持った古代の牧ヘ{'
" 
ー
• リスト
占代のI1にへt
主だ礼ること (1)'C 
・1シァへの・1:紙を喪わした
-ftい齢同.尚構内撞つ 1であるo (p~ 271 
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次に， Tryphonの説明に入り，こう述べている。
例えば，大英博物館にある， rエウチュコスの息子， トリュフォンJを見よ。
これは墓地から持って来たものであるが，この美術館にあって最も喜ばし
い肖像彫刻の一つである。これはt 19歳か20歳で、墓に残すことが非常に困
難だった息子である。確かに，動きの中に，若さの，又，単純で優しい心
により甘美にされた美しい顔の花のしなやかさ，デリケートな筋肉のすべ
てをもって，彼は，何かはっきりしない部屋から出て来る，昔のように，
手に肌騒き器をもって，又， 肩に組いタオノレか記念の布をのせて。しかし
読者はたずねるかもしれない，正確には， 戸口で彼はどちらヘ，又，何者
として，動こうとしているのかと。そう，確かに， 実は，これは，墓から
出て来ようとしている，死んだ青年の記憶なのである，まだ活動している
彼の魂，或いは，彼の永遠の思いなのである，彼が最も強くありたいと希
んだような。(p.272) 
次いで， Paterは論点を HarpyTomb (Lyciaの Xanthusの墓地から
持って来たもので，人間の顔を持ち，不可思議な翼を持っていることからこ
う呼ばれる。死者の小さな魂を経かたぴらに包んで運ぶ。)について述べ，
一応墓に関する叙述を終える。次に， 青年 Tryphonに生き永らえている思
想一一墓から生者にところへ戻って来る一一，これは運動競技者のそれであ
る。この時代の芸術的才能が満ち溢れているのは死者でではなくて，生者で
である，と述べ，彫刻家ミュロン，ポリュクレイトスの作品を論じ，又， 宗
教を論じ，最後に，ルーブルの Jason，ベルリンの Adoranteを論じ， こ
こに，人間性の完全な姿を見ることができると結論するのである。
Emerald Uthωartはt The Age 01 Athletic Prizemenの前半部分と対
応すると考える。
[m] Emerald Uthwartはどういう青年であろうか。又，彼に何が起こっ
たのであろうか。Mariusと比較できるという前提で検討してみたい。
まず，第5段落で幼年期の彼が語られる。どちらかといえば，感受性の鋭
い子供一一大変英国的な家庭に普通に見られる健康的な放縦の中にある子供
を読者は想像するであろうーーだったようである。，
では，学校ではどのような生徒であったのか。中世の僧院を思わせる規律
の下で，長時間の礼拝に出席することが要求され，又，古典語が厳しく教え
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込まれ，注意力と忍耐力の訓練が行われる。彼が好む社会のタイプは保守的
なスパルタとその青年である。厳格な規律を持つ社会で、ある。
要するに， Emeraldは， ascesis (自制)という考えに美を感じ， これに
自らを従わせっつ，同時に，従順さという考えにも魅せられ，これにも身を
委ねていた，そういう青年であった。
ここで， asC6sisについて一言述べておきたい。確かに， この言葉は
Paterが好んで用いる言葉で，The Renaissanceの序文にも，Styleに
も， Aeginaの彫刻論にも，Marizムsthe Epicureanにも，Plato and 
Platonismにも出て来る。意味は，“self-restraint，a skilful economy of 
means， ascesis， that too has a beauty of its own" (Appreciαtions， 
p. 17)から理解できる。注意すべきことはt Paterがこの言葉を滅多矢鱈
に使っているのではないということである。彼の基本線，イオニア的スタイ
ルの段階の後に来るドーリア的スタイルの段階で書かれたもの，換言すれは
遠心的段階の後に来る求心的段階で書かれたものの中で使っているというこ
とである。これの理解なしには， Paterの理解は不可能であろう。
では，この結果， Uthwartはどのような青年になったのか。結論的に言
うなら，彼は，感情を持たず，涙を流すことのできぬ者と噂される青年になっ
たのである。軍人にも似て，自制心が強く何物にも動じない.事物に対して
無関心でいられる (indifference)(p. 212)，そういう青年になったのであ
る。(人間のかような有り方が否定されるべきものであるーーすくなくとも
Paterにとっては一一ことは言うまでもないであろう。〉
さて，かような Uthwartが，生涯における殆ど唯一の規則違反を為し，
銃殺されることになった。しかし，最後にこれを免れた，そして，再び，死
刑執行を免れた場所を訪れた，そして，泣いたのである。あの Emeraldが，
背痛を感じない Emeraldが泣いたのである。
，??? ?
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彼は何の印もつけられていない墓を捜した。多分，この恐ろしい鳩所の変
化というよりも.むしろ，彼自身の変化のゆえに気づかずに通り過ぎてし
まったのであろう。彼はそれから，かつてなかったほど泣いたのである。
(p. 239) 
涙を流させた原閃は，彼のうちでの変化である。その変化を起こさせたもの
は， Stokosへの思いである。このtJVだを無慢した ，EnleraldUυl.llQ rt論は
'. 
(652) 
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何の価値も持ち得ないであろう。
さて， このことから何が引き出せるであろうか。(Mariω theEpicurean 
との関連においてである。) 結論的に述べる。 これは，第25章 Sunt
Lacrimae Rerum (事物に対し涙あり。)の章と重なると考える。こういう
文章がある。
気まぐれな空想をふりすて散歩に出た時，私はそういう空想を一層刺激す
るような種類の出来事(私の不幸な守護神がきっと，私を悩ますために遠
くからこれを招き寄せたのだろう。〉に出会ったのだが， これはなぜだっ
たのだろうか。道で一群の人たちがこちらに来るのに出会った。彼らは立
派な競馬用の馬を引いていた。見事な馬だった，だが，競馬場でどこかに
大怪我をしたらしく，使いものにならなくなっていて，屠殺場へ連れて行
く所であった。馬はこれに気づいていると私は思った。馬の目っきは，あ
たかも，行き交う人々に，激しく訴えているようであった。朝の空気はま
ださわやかで，気持よく吸い込めるものであったのに，自分はたった一度
の不運，過失のために，美と於のさなかにあって，今，所有者に見棄てら
れ，殺されようてしているのだと。私には，この動物の中にある人間のそ
れの如き魂が今，その運命に対し，はり裂けんばかりになっているのを感
じられるように思えた。だから，この出来事に出会った時，私には，これ
は，哀れな人類，苦痛を避けることができず，悲惨な出来事に満ち，人間
相互の完全な結合を許されぬ不完全な同情しか持てぬ人類のまさに象徴で
あるように思えたのであった。我々の悲しみが我々にとって切実で、あり，
真に我々の悲しみであればあるほど，それを言葉で表現し，他人に訴える
力がなくなるように恩ゑる。我々は苦しむようにできているのだ。もし我々
が注意して観察していさえすれば，その証拠は一日で集められる。一日全
体が数珠のように長い悲しい儀式の連続体なのだ。「事物に涙あり，人の
世の事物，胸を痛ましむ。J(1 ， 462) (pp. 174-175) 
アエネアスはトロイの落城を見で涙を流した。 Mariusは，一度の過失で一
頭の馬が殺される運命にあるのを見て涙を流した。ここに， Emeraldの場
合と同種の状況が描かれていると筆者は考える。 Mariusの場合は馬であり，
人間ではないという反論に対し，次の文章を引用しておきたい。
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私は自分が愛において欠ける所ありと感じないわけにはいかない。このよ
うな気持は大きくなり，ついには，私も公然と行われたあの残虐な殺裁に
加わっていたような気がして来た。これは，記録にも残っている合法上の
犯罪，身の毛もよだっ犯罪で，ネロの時代に，一人の奴隷がその主人を殺
したという疑いから，四百人の奴隷を，法律に従って，冷酷にも虐殺した
という事件であった。この犯罪に対する非難は，その日も自らの仕事に心
静かに携わり，この事件に関係しなかった者がなしたかもしれぬもっとも
らしい弁解と一緒になって，このことを考える時，私の胸に迫って来る。
そして，私のまわりで、現実に悲惨な生活を送っている人，たとえその悲惨
さに私が気がついたとしても，無関心 (indifferent)でいなければならな
い，そのような不多な人が何と多いことだろう。[• • . ]一層強い愛が私の
心に湧きますように。(pp.176・177)
奴隷四百人の虐殺が Mariusに対して持つ意味はt James Stokesの処刑
が Uthwartに対して持つ意味と同種のものであると筆者は考える。又，
Mariusの時代の一般大衆に用いられている indifferentという言葉と，
Emeraldに用いられている indifferenceという言葉は同種のものであると
者は考える。Emeraldは，自分が生き残った時，即ち，不合理な死を免
れた時，友人 James Stokesに対する愛に欠けていたことに気付いた。そ
れゆえ，彼の墓を捜しに行き.泣いたのである。 Mariusも，現実の悲惨な
状況に般を開かれた時，人間同胞が心の面で、結びつくことが必要であること
を認識し泣いたのである。こうして徐々に，皇帝マルクス ・アウレリウスー
ーこれは，相当程度まで， Mariusの窓識の投影されたものであるーー から
離脱して行くのである。
[IV1 さて，前述のようにt Emeraldも Mariusも故郷に戻るのである。
即ち，Emerald Uthωartは Mariusthe Epicureanの第24章から第271主
までと対応するのである。このことから.もう一点，共通点を指摘すること
ができるように思、える。
Jamesら2人が敵地に乗り込んだ時のことを述べた第21段議にこういう
文市がある。
彼ら[Jamcsと Emcrald1は学校の大刊当?の側廊にかかっているものと
fiiJ じような旅ー 胤1~1~にさらされた，~;い紘一 を泌物として主際に手にし
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た時はじめて，大きな代価を支挽わねばならないことに思い至った。彼ら
がもとの位置と恩われる所に戻ると，不安は急速に増大する。彼らがちょっ
と隊列をはなれている間に，師団は前進を命じ られていたのてある。彼ら
は拘留される，英雄的行為 (heroism)の，有罪のあの呪わしい証拠を手
にしたま~ 0 (p. 230) 
又，こういう文章がある。
後方にまわったり，先頭を行きながら，又，時には，砲弾の中で，化膿す
る傷，緑色の死体の中でいやおうなしに休息しながらも，彼らは決して元
気を失うことはなかった。ちょうど，鳥が，このように壊痘にかかった場
所でも，すぐにその上を覆いつくす草の上でも，いつでもさわやかに噌る
ように。ついに，運命は，意地悪くも，だから，彼らにと っては不運だっ
たのだが，英雄的資質 (heroism)をして，重要性のない国境の町の城壁
の下で忍耐の形を取らせたのであった。(p.232) 
彼らはこの城壁の下で見張り役を命じられるのである。これは活動を熱望し
ている者にとっては，特に，英雄的努力 (heroiceffort) (p. 233)をあこ
がれている JamesStokesにとっては，耐え難いことであった。彼は包囲
されている町に入ることを提案した。それが可能であることをUthwart ら
に説明する。 Paterはこれを Delightfulheroism (p. 233)と言っている。
ところで，Marius the Epiとureanでも heroismという言葉が用いられ
ている。第26章にこういう文章がある。
Mariusをして Ceciliaの家を幾度も訪れさせたものは一ーもし理由が一
つあったとすれば一一この家の持つ詩的な魅力，愛情の持つ詩心一一すり
切れてぼろぼろになった世界の中にあって，不思議に新鮮なものを持って
いるーーであっただろう。彼はその純粋で、高貴な魂の持つ同情心の中に，
今まで全く知らなかった一連の知的歓喜を見た。魂の高揚，寛容，人間性，
こういうものはここ以外のどこにも見い出せないと彼には思えて来た。特
に母性の持つ感情一一この家で理解されるかもしれないような一一，その
権利の主張，いたる所に見い出される自然な感情の主張一一丘で鳴く羊，
いや，洞穴の餓えた狼の母親に至るまで一一こういうものは，その或る神
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聖な模範の承認により，擁護され，新たに強調されたように見えた。いか
に弱く，役に立たぬと見えるものであろうと，すべての生物の持つ，ただ
一筋の受苦の能力に，ついに，この世における正当な席が与えられるのを
彼は見た。世間的な英雄的行為 (heroism)を単なる芝居の道具の如きも
のに見せるこの勇気 (chivalry)，自らを救い得ぬもの，忘れてほしくな
いと主張することもできぬものへの良心的な誠実さと，アウレリウスの
あの講演に見られる，自己及び他人の苦痛，死，いや，栄光さえ冷たく軽
蔑する態度とは，何と大きく違っていることであろうか。(pp.186・187)
又，このような文章がある。
そして，それから， 聖書朗読の代わりに一一周囲のすべてのものの平和な
威厳と驚くほど大きな対照をなしていた一一「姉妹」であるローマ教会へ
送られた 「リヨンとヴィエンヌの教会の書簡」が読み上げられた。という
のは，教会の 「平和」が破られたからであった。Mariusはこう認めざる
を得なかった。これは， 皇帝アウレリウス自身の責任において破られたの
であった。皇帝は，従順に，又， 当然のこととして，先人の方針を受け継
ぎ，あの偉大な異教世界の悪人のみならず善人にも対抗する形で，正当な
理由なしに， [キリスト教徒の〕新しい不思議な英雄的精神 (heroism)
に乗じるということをしたのであった。この不思議な書簡はその精神に満
ちていた。そして，この書簡の持つ偉大性は，確かに，あらゆる.単に個
人的な悲しみ (regrets)を払拭し，遂には，人をして，あたかも，或る新
しい騎士道において，抑圧された者を守るべく剣を抜かしめるほどのもの
であった。(pp.190・191)
この heroismはキリスト教徒のものである。また. こういう文章がt i北
イタリア美術ノート J(1890)にある。
例えば，ブレシアのモレットは聖パウロという主題の芸術的チャンスを十
分に理解した数すくない両家の一人である。芸術はパウロに.ローマの兵
，ダマスカスへの捕虜の護送の貨任者としての民土のfu税的装飾的馬
或いは，微分平凡な老令しか見つけて釆なかった。モレットも.彼を貧t/(
の身なりをした.~ 1:一一パウロが倒れ， J也i耐に転がる時に後万に投げ出さ
(656) 
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れるヘルメットの縁は，既に，かすかな栄光の環でパウロの頭に環を作っ
ている一ーにしている。しかし，まだ損なわれていない若さの力をまだ保
持している兵士にしているのである。今まさに彼の眼に見える形で姿を現
した真実にその若さのカをすぐに捧げる用意のできている兵士にしている
のである。恐れおののく馬一一大変なグランド・スタイルでデザインされ
ているーーは，タマスカスのはるかな地平線上の大空に飛び上がる，モレッ
ト独特の，黒と白のカの理解を持って。しかし，この絵を専らモレットの
絵たらしめているものは，天が下した一撃からわれに返った時のパウロの
思いである。貴族的な横顔に見られる，純粋で，青白く，ひげのない顔を
描くにあたり，直接のモデルとして，誰か僧兵を使ったかもしれない。し
かし，この顔は，彼が自らの魂の真の指揮官 (captain)を見つめたこと
に日出嵯に気付いた使徒の喜びと自信とを息づかせている。それはたしかに，
確信の霊が人々の心を動かして来たパウロであり，捕虜を連れてダマスカ
スヘ行く途中に，イエス・キリストの兵士 (thesoldier of Jesus Christ) 
になったパウロである。(pp.91・92)
1892年に Emerald Uthwartを書いた時の Paterにとって，兵士はキリ
ストの兵士を意味していたのではないか。Paterは Mariusthe Epicurean 
第26章でt Eusebiusから passagesを訳出しつつ，殉教者たちには 「これ
らの勇敢な戦士たちJ(these worthy wrestlers) (p. 191)という言葉を，
又， Blandinaには「戦える殉教者たちの一人J(one of the contending 
Martyrs) (p. 192) という言葉を，又，証人たちには 「戦える証人」
(those contending Witnesses) (p. 194)という言葉を，又，キリストには
「力強き戦士J(the mighty wrestler， Christ Jesus) (p. 195)という言葉
を，又t Maturusと Sanctusには， i今賞品(theprize)を獲んとして戦っ
たが，遂に，放逐された[死体として]oJ(p. 194)という文章を置いてい
るのである。wrestler，Christの原語は a8Aητカνである。(Loeb版，
1 ， p.426) 1892年に EmeraldUthwαrtを書き， James Stokesを銃殺さ
せた時t James Stokesに初期のキリスト教徒の殉教者を見ていた(即ち，
自分に殉教を痛感させていた)のではないか。(Emeraldが泣いた理由には，
これも含まれているのではないか。〉筆者は，銃殺は， Paterのこの面の心
風景でもあると考える。
コメントを一点つけ加えておく 。Marius及び教会員に対し，又，読者に，
(651) 
-88-
• 
殉教を目撃した者が書いた手紙は大きな衝撃を与える。とすれば， James 
Stokesの銃殺が EmeraldUthwartの語り手に，又，読者に.大きな衝撃
を与えるためには，銃殺の自撃者が書いたものは当然不可欠になるたろう。
この点で，第三者の日記が使用されることに何の不思議もないと筆者は考え
る。
最後に，Postscriptを検討しておきたも、。これは，ペンスンが言 うよう
に欠陥なのであろうか。そうかもしれなL、。 しかしt Paterにとって. こ
れは必要だった，と筆者は考える。i私は.厳密に解剖学的な意味で器官の
発達の非常な美しさに打たれた斗 (p.245)という一文がそう考えさせるの
である。Mariusthe Epicurean第8章の末尾に， i r人生の目的としての入
山 Jという規律から. 実際上の結果として.我々は，内面.外面ての直観の
すへての道具 (instrurnents)を純化し.そのすべての能力 (ca paci tles ) 
を発迭させ，それにおいて.自己を試したり訓練したりすることか望ましい
という結論か生ま料た。そして，遂には.我々の全存在 (wholenature、
が.i世界において我々が現実に経験する直観一ーもし我々がそれを真にそう
したいと思うならばt r至福直観』ーーに向けて.受容の一つの複雑な蝶介
物とすることが望ましいという結論が生まれた。J(p. 143)という烹章が
ある。又，オスカー・ワイルド論にはt i哀のエピクロス主義者は， 人間の
有機体全体が.調和を保持しつつ.完全に発達することを目的とする。J(.A 
true gpicuroan aims at 8 comp.1cte t.hough harrnonious development 
of man's entirc organism.)也という文章がある 、こういう考えを. Pater 
は初めから持っているの δある。ColoTldgc論の口頭注〈で.r!両足る有機体
(An orgnnisln)が完全性のj立を増す時には誌に.その'セ(.7)Q占状況はー
会fRになるo_l(!)と述べているの Cある。Pntcrが外科r¥に. tho great b08uty 
of thc orgnnlc dcvolopJucntsとなわせる時t l' t.h，¥'art.かへHとし 'ζ. 官
会↑~Eに近付いていたと t Pntorは13っていると部者・は考える。
Coloridgc U命で， Potorは， r人18は極めて受容能力に宮λζいる。世
の，社会の脱力はすへてド断に人r:nに働きかけ'ζいるのごある。従って，
li;ljの-212の一刻一刻はt I唯一線・ことなり p 側代的な一括.一軒.一蹴に
」事とiliへている。Emeraldの変化
tfこ&般的に示以
た。 しかしなが二.
.宥はこの1)-:，茄令f・
官全に変化させられて
もこの輔の変化と考えられるの.c¥ 
る可:悦の~のq:lでJl知之した。 しカ
・こしl!dl1
? ??、 、
Emera.ld Uthwartについて 一郎 一
Emerald the Epicureanであると考える コ求心的傾向を強調した作品
Emerald the EpLcureanであると考える 。 と同時に ， lIoratio l，}ze 
Epicureanの第4部の一章を構成するものと考える。
Notes 
① 『ペィターの作品と思想u(北星堂， 1965 )， p . 333 . 
② 『ウォオルタア・ ぺイタアJ(岩波書庖，1927)， pp. 263・264
③ Walter Pater (Macmlllan， 1921)， pp. 134・138
④ Library Edition (Reprinted， 1967) 
⑤ 『ウォオルタア ・ぺイタア短篇集J(岩波舎l苫，1930)， p. 404. 
⑥ dles rosahonls=Rosalia. A rose festlval (celebrated locally in early 
summer) at WhlCh graves were decorated with roses. (0.し D.)
⑦ Sketches and Revieωs (Boni and Liveright， 1919)， p. 128. 
③ Westminster Revieuノ， J anuary 1866， p. 107. 
⑨ ibid.， pp. 107-108. 
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